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第六十四回全国治水期成同盟会連合会通常総会

　通常総会は、24 年 5 月 30 日シェーンバッハサボー（砂防会館別館）において、会員の皆様には多数ご参
加を頂き盛会に終了いたしました。平成 23 年度収支決算及び平成 24 年度収支予算のご承認を頂きありがと
うございました。
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ご  あ  い  さ   つ

会	長　　陣	内	孝	雄	

本日ここに、第六十四回通常総会を開催いたし
ましたところ、全国各地より会員の皆様多数ご参
集頂き、本総会を開催できますことは、誠に喜ば
しく感謝に堪えません。
昨年の三月十一日の東北地方太平洋沖地震よっ
て、東日本は未曾有の大災害に襲われました。被
害に遭われた方々に心からお見舞いを申し上げま
す。また、被災地の会員各位におかれましては、
復旧と復興に盡力されており、そのご苦労に深甚
なる敬意を表し、感謝申し上げます。																																																												
今度の大震災は強靱な治水施設の整備の必要性
とそのもとでの避難行動の重要さを教えてくれま
した。
ところで我が国は、気象・地形・地質・土地利
用などの諸条件から自然災害を蒙り易い条件にあ
ります。とりわけ中小河川はこのところの頻発す
る集中豪雨によって大きな災害に見舞われており
ます。
治水事業は古来より国政の根幹として精力的に
進められてきたところでありますが、毎年のごと
く全国のどこかで悲惨な災害が続いており、誠に
遺憾なことであります。
昨年も、七月に ｢新潟・福島豪雨」、九月に台
風 12 号及び 15 号等により、四国、中国、近畿、
中部地方など全国各地で洪水被害や土砂災害が発
生し、多くの死者、行方不明者、家屋の全半壊、
床上床下浸水など大変大きな被害を被りました。
これらの災害で不幸にして亡くなられた皆様の
ご冥福をお祈り申し上げますとともに被災された
地域の皆様にお見舞い申し上げます。
加えて、少雨による渇水被害も毎年全国のどこ

かに発生しており、安定した水供給のためにダム
など水資源開発施設の整備推進が全国的に引き続
き熱望されております。
治水、利水を取りまく環境は、年々厳しさを増
しております。近年は、地球温暖化による気候変
動で、これまでに経験したことのない激しいゲリ
ラ豪雨や竜巻が発生する一方で、著しい少雨も発
生しており、この厳しい変動傾向がこれから強
まっていくとみられております。その一方では、
高齢化・人口減少・都市における地下空間利用等
が進んでおり、災害に弱い地域社会が増えておる
のであります。
地域住民やその営みの安全・安心の確保に責務
を負う我々としては、近年の治水事業予算が年々
厳しくなってきたことを大変危惧しているところ
です。
このような中、平成二十二年度からは、従来の
補助金から交付金制度に変わり、地方の皆さんの
お考えが予算に反映される仕組みになりました。
それぞれの地域が治水整備に遅れをきたさないよ
うに、私たちは治水に強い関心をもち、治水事業
が着実にあまねく進められるように、情報を共有
しながら力を合わせて取り組んで参らねばなりま
せん。
年々治水事業の予算額は減少され、しかも、そ
の治水予算が近年の頻発する災害のために、激甚
災害対策特別事業費等の緊急事業に先取りして当
てられ、本来計画的に推進すべき予防的な治水事
業がきわめて進めにくい現状にあります。
その上に、ダムをもつ河川の治水計画が見直さ
れており、関係する地域の皆様に大きな困惑や深
刻な不安が生じております。治水事業の遅れが憂
慮されるところであります。
このような状況をふまえ、全国治水期成同盟会
連合会といたしましては、本年は東北地方大会を
はじめ中部、北陸、近畿、中国、四国、九州で地
方大会を共催し、治水事業の促進を関係方面へ要
望してまいります。
また、全水連から治水に関する的確な情報を速
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やかに広く提供することが重要であると考え、昨
年 1月からはホームページを開設し、全水連の活
動等の伝達はもとより、治水行政や災害情報の紹
介、会員の皆様からの治水への意見、提言、要請
なども取り上げ、それらを順次提供することによ
り、会員の皆様の情報交換の広場となり、更には

広く国民の皆さんに治水への関心と理解を誘う情
報源となって、地域主権の時代にふさわしい治水
行政がよどみ無く推進されるよう活動して参る所
存であります。
最後に、ご出席の会員の皆様方のご健勝とご活
躍を祈念申し上げて、挨拶といたします。
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「特別講演」終了後に、当連合会の事務所にて歓談された陣内会長と竹内鳥取市長
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１．東日本大震災による被害と対応１．東日本大震災による被害と対応

1

１．東日本大震災による被害と対応

２．平成２３年の主な出水
・ 平成23年7月新潟・福島豪雨
・ 平成23年9月台風12号
・ 平成23年9月台風15号

３．タイの洪水被害

４．ダム事業について

治 水 事 業 の 現 状

通常総会終了後、竹内鳥取市長による特別講演の前に、都道府県、市町村の皆様が多数お見えであります
ので、公務ご多忙の中急遽時間を頂き、治水課長から ｢治水事業の現況について｣ ご説明いただきました。
ご了解を得ましたので貴重な資料を掲載いたします。
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水門堰

津波警報を受信すると
自動でゲートが閉まる堤防の液状化対策（例）

基礎地盤（砂質土）

基礎地盤（粘性土）

液状化対策
（地盤改良・矢板）

嵩上げ

堤防
現況堤防高

堤防の嵩上げ 水門等の自動化・遠隔操作化

河川における津波対策は平成27年度までに完了予定河川における津波対策は平成27年度までに完了予定
○地震による液状化等により堤防等に被害が生じた箇所については、平成24年出水期（６月頃～）までに、2箇所を除き
被災前と同程度の安全水準（地盤沈下分を含む）を確保するよう本復旧を実施中。

○津波により甚大な被害を受けた河川の河口部で、津波対策等として必要な堤防の高さが不足している箇所において、
概ね５年を目途に全箇所完了させることを目標に、海岸堤防の整備計画及び市町村が策定する復興計画等と整合を
図りながら堤防の嵩上げ等の津波対策を実施中。

事業計画及び工程表事業計画及び工程表

河川津波対策等河川津波対策等
堤防・水門等の耐震・液状化対策

4月 7月 10月 1月 4月 7月 10月 1月 4月 7月 10月 1月 4月 7月 10月 1月

　河川対策

H２３ H24 H25 H26 H27以降

出水期 出水期出水期
（※）避難判断水位等を引き下げて運用 ※ 地盤沈下により広範囲に農地が水

没 している地区等で、災害復旧の実
施に向け関係機関と調整が必要な箇
所

出水期

施工準備
（堤防設計等）

国管理）液状化対策については地盤改良等を継続実施

本復旧（河口部では、隣接する海岸堤防の整備計画、市町村策定の復興計画等を踏まえ、整備を逐次完了し、概ね５年を目途に全箇所復旧完了。）
応急対策

国管理）
H２４年出水期（６月頃～）を目途に、２箇所※

を除き被災前と同程度の安全水準（地盤沈下
分を含む）までの本復旧を完了予定

県・市町村管理）
約5割の566箇所について本復旧完了 3

福島第１原発

福島第２原発避難指示区域

馬淵川
13箇所

北上川
646箇所

鳴瀬川
364箇所

名取川
35箇所

阿武隈川
137箇所

久慈川
110箇所

那珂川
129箇所

利根川
659箇所

荒川
22箇所

緊急復旧後

○国管理区間の河川堤防等で地震・津波で被災した、北上川水系等9水系2,115箇所については、H23年7月までに1箇所を除き応急対策が完了。
○そのうち9水系1,791箇所については、被災前と同程度の安全水準まで本復旧を完了。
○本復旧未了の8水系324箇所については、 H24年出水期（６月頃～）までに、2箇所を除き被災前と同程度の安全水準（地盤沈下分を含む）を確保する本

復旧を完了予定。
○津波対策としては必要な高さの堤防を、海岸堤防及び市町村の復興計画等と整合を図りながら、概ね5年で全箇所完了予定。

3/14 工事用道路
１車線復旧完了

緊急復旧を完了し、
下流釜谷地区の孤立を解消

北上川【石巻市】

被災状況

堤防流出・決壊

4/6 工事用道路
２車線に拡幅完了

工事用道路の拡幅が完了し、
対面交通が可能となる。

堤防亀裂

那珂川【水戸市】

江戸川【幸手市】

被災状況

堤防法崩れ

緊急復旧後

首都圏を洪水から守る堤防

緊急復旧後特に緊急的な対応が
必要な箇所（河川堤防等）
（対策完了）
堤防に異常が見られる区域

2115

1,726 388 1

0 500 1000 1500 2000 2500

H24出水期まで

H23出水期までH23年6月末まで

H24年6月末まで

現在まで

本復旧 応急対策済 未着手※

※地盤沈下により広範囲に農地が水没している地区で、災害復旧の実施に向け関係機関と調整が必要な箇所

6/30 緊急復旧完了

2

河川堤防は2,115箇所に被害（関東の河川においても多くの被害）

1,759 355

2,113

関東地整管内
920箇所

東北地整管内
1195箇所

1,791 323

1

1
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東日本大震災で河川堤防が果たした役割 堤防は重要な避難場所

阿武隈川→

阿武隈川左岸の寺島地区の堤防に、
地区住民のほぼ全員の60名が最長
３日間避難して難を逃れた。

避難場所
（阿武隈川左岸4km付近）

海からの海からの
津波津波●●岩沼市長のコメント岩沼市長のコメント

「阿武隈川左岸4k付近の寺島地区（約44戸）の住民は、大津波警
報が出た時、近くに高い場所が無いため、阿武隈川の左岸堤防に
逃げた。
海からの津波と川を遡上してきた津波の挟み撃ちに合い、もうダメ
かと諦めたが、越水することも、また堤防が崩れることも無く命拾い
した。
おかげで寺島地区には犠牲者が1人もいない。自衛隊もここの堤
防は頑丈だと言っていた。質的整備をしてもらって本当によかっ
た。」

河川内への
河川内への津波遡上津波遡上

位置図

寺島地区寺島地区

←阿武隈川

堤防上の自衛隊車両（捜索活動等を実施）

堤防に避難した重機や一般車両

←阿武隈川

●●堤防強化概要堤防強化概要
漏水及び浸透対策のため堤防を大きくして漏水及び浸透対策のため堤防を大きくして 強強
化（右図参照）化（右図参照）

完成時（被災前）

←阿武隈川

1
:3
.0

止
水
矢
板

7.0ｍ

盛 土盛 土

標準断面図

1
:3
.0

止
水
矢
板

7.0ｍ

盛 土盛 土

標準断面図

（阿武隈川 寺島地区の例）

5

排水作業箇所

② 【排水効果】東松島市大曲地区① 【排水効果】石巻市釜谷地
区

③ 【排水効果】仙台空港周辺
3月27日

④ 排水ポンプ車の稼働状況

3月13日

山田町

釜石市

陸前高田
市

気仙沼市

大船渡市

大槌町

岩手県

気仙沼市

石巻市

南三陸町

東松島市

仙台市
多賀城市

名取市

亘理町

山元町

岩沼市

新地町

相馬市

南相馬
市

七ヶ浜町
宮城県

福島県

最大浸水した範囲
国土地理院 浸水範囲概況図より転載

○3月11日に発生した地震津波により、太平洋沿岸が広域に冠水。（ 3月13日時点の湛水量は 約1億1,200万㎥）
○このうち、湛水面積、湛水深が大きく、自然排水が困難な箇所について、全国に配備している排水ポンプ車を集結し、重点的に

排水作業を実施。
○3月12日～6月28日までに、10市6町に延べ3,945台・日の排水ポンプ車を投入し、排水を完了。

岩手県 １市１町
宮城県 ７市４町
福島県 ２市１町

①

②

③

④

3月28日

4月6日

3月27日

4月3日

全国の排水ポンプ車を東北に集結して浸水対策を実施

4
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平成23年の主な出水

※※上図の他上図の他 奄美地方で奄美地方で99月月2525日出水日出水
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台風１５号台風１５号

9月21日14時頃
静岡県浜松市付近に上陸

9月22日15時
温帯低気圧に
変わる

9月21日２１時頃

台風１２号台風１２号

9月3日10時前
高知県東部に上陸

9月3日18時前
岡崎県南部に上陸

9月5日15時
温帯低気圧に変わる

新潟・福島豪雨新潟・福島豪雨

77月月66日出水日出水

66月月2424日出水日出水

阿武隈川阿武隈川

北上川

鳴瀬川
名取川

後志利別川
北上川

鳴瀬川
名取川

宮川宮川

後志利別川

：台風第15号
：台風第12号
：新潟・福島豪雨

：その他出水 7

２．平成２３年の主な出水２．平成２３年の主な出水
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「平成16年7月 新潟・福島豪雨」被災状況 「平成23年7月 新潟・福島豪雨」被災状況

○甚大な被害が発生した平成16年7月（累加雨量647mm）の約1.6倍の雨量（累加雨量1,006mm）を記録
○平成16年7月豪雨後の緊急的な河川改修により、当該改修実施区間においては、堤防の決壊を防ぎ、浸水被
害は発生しなかった

河川災害復旧
助成事業（新潟県）
L=3.9km
Ｃ＝３２５億円

河川災害復旧
助成事業（新潟県）
L=20.315km
Ｃ＝３８０億円

河川災害復旧等関連
緊急事業(新潟県) 
L=6.41km
Ｃ＝９１億円

雨量
浸水家屋
浸水面積

累計雨量 647mm 累計雨量 1,006mm
約
1.6倍

9,778 戸 421 戸
2,473 ha 552 ha

約９割減
約８割減出典： H16.7新潟・福島豪雨：「7.13新潟豪雨災害 水害記録誌（H18.3新潟県土木部河川管理課）」

H23.7新潟・福島豪雨：新潟県調べ

※笠堀雨量観測所（国）

●笠堀 ●笠堀

平成１６年７月出水を踏まえた河川整備の効果（信濃川水系五十嵐川、刈谷田川）
かり や たいがらし

9

新潟市 ◎

上越市 ○

長岡市 ○

十日町地域振興局十日町地域振興局 ▲▲

▲▲ 笠掘ダム笠掘ダム

▲▲ 早出川ダム早出川ダム

■H23.7.31 朝日新聞

100 200 300 400 500  600    
(mm)

7月27日から７月30日までの累計雨量は、笠堀ダム観測所（三条市）で985mmを観測したのをはじめ、新潟県内の広範
囲で300mmを越えた。 また十日町地域振興局観測所では時間雨量120mmを観測し、時間雨量でも多くの観測所で観測
記録を更新した。この豪雨により、新潟県内河川６箇所の破堤があり、甚大な被害をもたらした。

いからしがわ さんじょう えぐち
五十嵐川（三条市江口） 破堤

あがのがわ あが よしづ かわぐち
阿賀野川（阿賀町吉津・川口） 浸水被害

⑤
堤防決壊箇所

あぶるまがわ うおぬま ながほりしんでん
破間川（魚沼市長堀新田）破堤

堤防決壊箇所

たがわ とおかまち かわかみ かわはら
田川（十日町市上川町・川原町） 被害状況

はねがわ とおかまち かわじ ろっか
羽根川（十日町市川治・六箇） 被害状況

羽根川（はねがわ）
（十日町市）

牧川（まきかわ）
（五泉市）

阿賀野川（あがのがわ）
（五泉市、阿賀町）

塩谷川（しおたにがわ）
（見附市、長岡市）

五十嵐川（いからしがわ）、
鹿熊川（かくまがわ）
（三条市）

破間川（あぶるまがわ）
（魚沼市）

田川（たがわ）、晒川
（さらしがわ）
（十日町市）

あが みかわ
阿賀町役場（三川支所）浸水状況

かきがわ ながおか さかのうえ
柿川（長岡市阪之上地区）浸水状況

阿賀町役場三川支所

浸水範囲

H23.7水害
死者 4人
行方不明者 1人
重傷 2人
軽傷 11人
全壊 45棟
半壊 784棟
一部損壊 225棟
床上浸水 1,057棟
床下浸水 7,384棟

非住家 公共施設 5,419棟
被害 その他

813億円

被害区分
人的被害

住家被害

公共土木施設被害額

浸水範囲

主な被災箇所主な被災箇所
■ 被害状況（H23.8.30時点）

かさぼり

とおかまち

平成２３年７月新潟・福島豪雨の概要
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事業効果（その１）事業効果（その１）

③尾崎水位観測所
H16最高水位 11.02m
今回最高水位 12.64m

①帝石橋水位観測所
H16最高水位 1.98m
今回最高水位 2.80m

信濃川

加茂川

H23.7.30撮影

保明新田水位観測所

計画高水位
9.60ｍ

H16.7出水最高
水位8.20

2.00
3.00
4.00
5.00
6.00
7.00
8.00
9.00
10.00
11.00
12.00

水
位（

ｍ）

今回最高水位9.82m

②保明新田水位観測所

H23.7.30 保明新田最高水位 9.82m（（HWLHWLをを22cm22cm超過）超過）

：復緊事業築堤

H16.7.13 保明新田最高水位 8.20m

平常時水位 2.60m

HWL 9.60m

保明新田水位観測所付近の横断面図

「復緊」：河川災害復旧等関連緊急事業
「助成」：河川災害復旧助成事業

今回の出水は、甚大な被害を出した平成16年7月洪
水を上回るもので、信濃川（下流）の水位観測所で
は軒並み既往最高水位を観測したが、堤防欠壊等
の甚大な被害は生じなかった。
平成16年7月13日洪水の被害を踏まえた災害復旧
事業等が実施されなかった場合、今回の洪水規模
では越水破堤による甚大な被害が発生する恐れが
あった。

平成１６年７月出水を踏まえた堤防整備の効果（信濃川水系信濃川）

復緊区間（新潟県）

復緊区間
（新潟県）
Ｌ＝6.41ｋｍ

旧堤防 9.8m

新堤防11.2m

今回出水の最高水位は旧堤防高を超過

計画高水位超過時間
7/30 8:50～14:00

11

○刈谷田川では、平成16年7月洪水の再度災害防止対策として、災害復旧助成事業が旧川処理を残しほぼ完成。
○平成23年7月27日から平成23年7月30日の総雨量は、平成16年7月13日と同様に総雨量400mmを超える大雨を記録。
○これに伴い、平成１６年７月洪水と同規模の洪水が発生したが、整備効果が発現され、外水氾濫に対して、浸水被害が防止でき
た。

破堤

雨量規模の比較
(H16.7洪水・H23.7洪水)

刈谷田川

信
濃
川

遊水地
刈谷田大堰

（平成16年7月洪水）

刈谷田川

長岡市
（旧中之島町）

見附市

事業区間を上流から望む
（平成23年7月30日撮影）
浸水区域はなし

中之島大橋

北陸自動車道

旧河道

遊水地が効果を発揮し、
H23.7は外水被害なし

E池
F池

A池B池
C池

遊水地状況（7/30 14時頃）

B池

E池

遊水地状況（7/30 14時頃） B池

C池D池

越流堤

刈
谷
田
川

平成１６年７月出水を踏まえた遊水地事業等の効果（信濃川水系刈谷田川）

■：H16.7浸水実績

遊水地状況（7/30 14時頃）

刈谷田川遊水地 【計画貯水容量：2,347,000 m3】

かり や た

10

433 410

0

100

200

300

400

500

600

平成16年7月 平成23年7月

総
雨

量
, (m

m)

刈谷田川ダム総雨量（刈谷田ダム観測所）

▽ 17.72  平成23年7月30日洪水
▽ 20.38  平成16年7月13日洪水

刈谷田大堰地点

▽ 21.10堤防高

7.13水害では越水
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左会津川（田辺市稲成町） 破堤1箇所
大型土のうによる応急復旧対策実施済み。

日高川（日高川町） 破堤 1箇所
大型土のうによる応急復旧対策済み

（主）御浜紀和線

尾呂志川（御浜町） 破堤2箇所
大型土のうによる応急復旧対策済み。

神内川（紀宝町） 氾濫

熊野川（新宮市・田辺市） 氾濫

大又川（熊野市） 氾濫

芳養川（田辺市） 破堤 1箇所
大型土のうによる応急復旧対策済み。

切目川（印南町） 破堤 4箇所
大型土のうによる応急復旧対策済み。

古座川（古座川町宇津木） 氾濫 太田川（那智勝浦町） 氾濫

市木川（御浜町） 破堤2箇所
大型土のうによる応急復旧対策済み。

相野谷川（紀宝町） 堤防崩壊
高岡地区の輪中堤が決壊した区間につ
いて、鋼矢板二重締切工法による仮堤
防を構築し、被災前の高さを確保済み。
本復旧については検討中。

熊野川（紀宝町）熊野大橋

熊野川（新宮市）護岸被災

9/29応急復旧工事完了

熊野川

相野谷川

相野谷川

10/4応急復旧工事完了

被災状況

被災状況

那智川（那智勝浦町） 氾濫

被災状況 応急復旧状況

宮川（伊勢市） 氾濫
井戸川（熊野市） 氾濫

被災状況 応急復旧状況

台風12号による紀伊半島における河川被害状況
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●台風12号による洪水は、基準地点（相賀）において計画規模（19,000m3/s）を
超える洪水＊が生じており、未曾有の被害が発生。

●降雨継続期間：8月31日から9月5日までの6日間
●熊野川流域の降雨量：総雨量1,425mm、 2日雨量1,161mm（計画632mm）
●熊野川の状況：HWLを大きく上回り、一部で越水し、市街地への浸水被害発生
●相野谷川の状況：輪中堤が水没、水位低下時に特殊堤部分が転倒・決壊
●浸水被害(住家のみ)：直轄管理区間に関連する区域で、熊野川沿川で2,499戸、
相野谷川沿川で649戸の家屋が浸水

■流域平均雨量
■年最大2日雨量

今回の出水は戦後最大
既往最大の2.1倍の雨量を観測

相野谷川 高岡地区特殊堤転倒 熊野川 相筋地区浸水状況熊野川 河口付近出水状況

■出水概要
おうが

＊流量は精査中

新宮川水系河川整備基本方針
・雨量：1/100 632mm/2日
・流量：計画高水流量19,000m

3
/s(相賀)

総雨量 1425mm

2日雨量 1161mm

台風12号の概要（新宮川水系熊野川）しん ぐう くま の

レーダ雨量計（9月3日16時点）
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©NHK

計画高水位を超えた河川 ３水系３河川（赤色）
はん濫危険水位を超えた河川 １２水系１５河川（紫字）
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テレビ報道より

テレビ報道より

テレビ報道より

テレビ報道より

テレビ報道より

直轄上流の福島県区間の破堤

那珂川→

志筑川（兵庫県淡路市）〈溢水〉

相野谷川（三重県紀宝町）吉野川（徳島県藍住町）

肱川（愛媛県大洲市）〈内水・外水〉

須賀川（福島県須賀川市）

那賀川（茨城県ひたちなか市）

阿武隈川（福島県郡山市）

旧北上川（石巻市）

名取川（仙台市）

須賀川観測所で73cm、阿久津観測所で56cm計画高水位を超
過

高岡観測所で計画高水位を
2.74m超過

水府橋観測所で計画高水位を34cm超過
CCTVより

CCTVより
CCTVより

CCTVより
浸水家屋数
直轄：床上70戸、床下73戸
補助：床上22戸、床下5戸

浸水家屋数
直轄：床上12戸、床下77戸、
補助：床上2戸、床下9戸

浸水家屋数
補助：床上126戸、床下156戸

浸水家屋数（阿武隈川水系）
直轄：床上132戸、床下57戸、
補助：床上31戸、床下55戸

庄内川（愛知県名古屋市）〈越水・溢水〉

台風15号による河川被害状況

庄内川31.6k 左岸
越水状況

庄内川

名取川

相野谷川

相野谷川
15

大里地区
輪中堤

※内水浸水を含む

高岡地区輪中堤（特殊堤）の倒壊

成川地区における堤防越水による浸水

相筋地区における堤防
越水等による浸水

鵜殿地区における
堤防越水による浸水

旧熊野川大橋からの越水（右岸）

大里地区における止水壁の倒壊

国土交通省と消防による排水作業

高岡地区
輪中堤

鮒田地区
輪中堤

：浸水範囲
：越水箇所
：輪中堤

「河川激甚災害対策特別緊急事業」により再度災害防止対策を実施

14

「河川激甚災害対策特別緊急事業」の概要
事業箇所：熊野川及び支川相野谷川（おのだにがわ）
総事業費：200億円
事業期間：H23～H28年度

熊野川

相野谷川
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ダムの効果（平成23年9月台風15号 三春ダム）
○阿武隈川阿久津地点で計画高水位を上回る出水となり、破堤等の重大な被害が想定された。
○このような中、三春ダムにおいては、降雨予測及びダムの空容量を勘案し、全量カットによる
洪水調節を行った結果、阿久津地点で約0.5mの水位低減が図られた。

214

216

218

220

222

224

226

228

-50 0 50 100 150 200 250

計画高水位 ダム整備後 9.25m

ダム整備前 9.75m0.5m低減
阿久津地点における水位低減効果阿久津地点における水位低減効果

堤防天端まであとわずか
全量カットによる洪水調節が
なければ堤防を越水する恐れ

※記載の数値は速報値

阿久津地点
ダム整備前 9.75ｍ
ダム整備後 9.25ｍ

⇒約0.5ｍの水位低減
下流の一層の水位
低下のため、さらに
１００m3/sの洪水
調節（全量カット）

ダム操作規則に基づき
２５０m3

/sの洪水調節

阿久津地点（郡山市）

福島県

三春ダム

阿武隈川

三春ダムの防災操作図三春ダムの防災操作図

三春ダムと阿久津地点の位置図三春ダムと阿久津地点の位置図

阿久津地点の出水状況阿久津地点の出水状況
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218216

-

100

200

300

平成10年8月洪水 平成23年9月洪水

流域平均2日雨量

※数値等は速報値です。
今後の精査等により変更をする場合があります。＜本宮市本宮右岸地区＞

平成10年8月洪水

阿武隈川

無堤箇所における
浸水被害が発生

堤防整備により本川
からの氾濫を防御

1,846

320

-

500

1,000

1,500

2,000

平成10年8月洪水 平成23年9月洪水

浸水面積（ha）
1,917

740

-

500

1,000

1,500

2,000

2,500

平成10年8月洪水 平成23年9月洪水

浸水戸数（戸）

阿武隈川上流における治水対策の効果

流域平均の降雨量
は同規模

約８割減約８割減 約６割減約６割減

福島地点上流の流域平均2日雨量

○福島県中心部を流れる阿武隈川は、戦後最大規模の昭和６１位８月洪水以降も、平成１０年８月洪水や平成１４年洪水
により、甚大な被害が発生。

○平成１０年８月洪水と同程度の雨量を観測した今回出水では、支川を中心に大きな被害が発生した。
○しかし、平成10年洪水を契機として着手した抜本的な治水対策「平成の大改修」を実施した区間においては、浸水被害は

大幅に減少。
○いずれにしても、依然として浸水被害が発生しており、更なる水害対策が必要。

16

平成10年8月出水を踏まえた「平成の大改修」の効果（阿武隈川）あ ぶ くま
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タイの洪水被害
（チャオプラヤ川における平成23（2011）年降雨の状況）

図 2011年6～9月の4ヶ月降水量平年比の分布と主な地点の月降水量の経過
（出典：気象庁平成23年10月12日記者発表）

※平年値は1981～2010年の平均。

2011年降水量 降水量平年値 2011年降水量 降水量平年値

19

６月から９月までの４か月降水量は、タイ北部のチェンマイで921mm（平年比134％）、タイの首都
バンコクで1251mm（同140％）、ラオスの首都ビエンチャンで1641mm（同144％）になるなど、インドシナ
半島のほとんどの地点で平年の約1.2倍から1.8倍の多雨となった。

（出典：気象庁平成23年10月12日記者発表）

３．タイの洪水被害３．タイの洪水被害

18
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排水の効果（ロジャナ工業団地）排水作業

24時間体制で排水し浸水を解消
○ 湛水した水はゴミや油等を含むなど過酷な排水環境であったが適切に対処し、また、24時間体制の排水活動により、

現地当局の予想を上回る速度での排水に成功。

【ポンプ排水の状況】

【排水前（11/19）】 【排水後（11/26）】

【排水前（11/23）】 【排水後（11/26）】

【夜間巡回】

21

排水ポンプ車を現地に派遣し浸水対策を実施

④ナワナコン工業団地

①ロジャナ工業団地

②バンカディ工業団地

③アジア工科大学院

⑤プライバーン町住宅地

⑥ラックホック地区

バンコク

⑦サイノーイ村住宅地

出典：国土地理院

①ロジャナ工業団地：11/19～11/27 （9日間）
推定排水量：約230万m

3：25mプール約6,400杯
②バンカディ工業団地及び周辺住宅地
：11/26～12/8 （13日間）
推定排水量：約250万m

3 ：25mプール約6,900杯
③アジア工科大学院：11/29～12/8 （10日間）
推定排水量：約40万m

3 ：25mプール約1,100杯
④ナワナコン工業団地：11/30～12/8 （9日間）
推定排水量：約50万m

3 ：25mプール約1,400杯
⑤プライバーン町住宅地：12/8～12/14 （7日間）
推定排水量：約40万m

3 ：25mプール約1,100杯
⑥ラックホック地区（ランシット大学及び周辺住宅
地）：12/9～ 12/17 （9日間）
推定排水量：約30万m

3 ：25mプール約800杯

⑦サイノーイ村住宅地：12/14～12/20 （7日間）
推定排水量：約170万m

3 ：25mプール約4,700杯

【排水作業位置図】 【排水実績】

○国土交通省地方整備局、外務省、JICA、民間企業による官民連携の国際緊急援助隊専
門家チーム（排水ポンプ車チーム）計51名（のべ880人・日）により排水作業を実施。

○11月19日のロジャナ工業団地での排水開始を皮切りに、工業団地や住宅地等の冠水地域
において、12月20日までの32日間で約810万m3（東京ドーム約７杯分、25mプール約23,000
杯）を排水。

20
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※予算は当初予算の国費、事業数は当初予算における事業数
※直轄・・・河川総合開発事業費、流況調整河川事業費、河川総合開発事業調査費、多目的ダム建設事業費
※補助・・・河川総合開発事業費補助、治水ダム建設事業費補助
※補助率差額は除く。
※水機構交付金は管理分除き。

■水機構
■補助
■直轄

（国費・億円） （事業）
ダム事業の予算と事業数の推移

23

４．ダム事業について４．ダム事業について

22



平成 24 年 6 月 28 日発行 治 水 第 704 号

－ 16 － － 17 －

○「中止」の対応方針を決定したダム
【直轄事業等】

ダム事業名 事業主体

七滝
な な たき

ダム建設事業 九州地方整備局

吾妻川
あ が つ まが わ

上流総合開発事業 関東地方整備局

【補助事業】
ダム事業名 事業主体

厚幌
あ っ ぽろ

ダム建設事業 北海道

駒込
こ ま ごめ

ダム建設事業 青森県

簗川
や な がわ

ダム建設事業 岩手県

最上小国川
も が み お ぐ に が わ

ダム建設事業 山形県

河内川
こ う ち が わ

ダム建設事業 福井県

吉野瀬川
よ し の せ が わ

ダム建設事業 福井県

金出地
か な じ

ダム建設事業 兵庫県

西紀
に し き

生活貯水池整備事業 兵庫県

平成24年5月10日時点検証の状況

○「継続」の対応方針を決定したダム

直轄事業 水機構事業 補助事業
８３事業 ２５事業 ５事業 ５３事業

うち、検証終了（「中止」） ７事業 ２事業 ０事業 ５事業
うち、検証終了（「継続」） １７事業 １事業 ０事業 １６事業

合計
検証対象ダム事業数

切目川
き り め が わ

ダム建設事業 和歌山県

庄原
し ょう ばら

生活貯水池整備事業 広島県

椛
か ば

川
か わ

ダム建設事業 香川県

和食
わ じ き

ダム建設事業 高知県

春
は る

遠
ど お

生活貯水池整備事業 高知県

五ヶ山
ご か や ま

ダム建設事業 福岡県

伊良原
い ら は ら

ダム建設事業 福岡県

竹田
た け た

水害緊急治水ダム建設事業
（玉来

た ま らい

ダム）
大分県

※補助事業は「補助金交付を継続」

【補 事業】
ダム事業名 事業主体

【補助事業】 【補助事業】
ダム事業名 事業主体

大和沢
お お わ さ わ

ダム建設事業 青森県

奧戸
お こ っぺ

生活貯水池整備事業 青森県

大多喜
お お た き

ダム建設事業 千葉県

武庫川
む こ が わ

ダム建設事業 兵庫県

大谷
お お たに

川
が わ

生活貯水池整備事業 岡山県
※補助事業は「補助金交付を中止」

平成24年5月30日時点

○「継続」の対応方針を決定したダム

25
※補助事業は「補助金交付を継続」

【直轄事業等】
ダム事業名 事業主体

八
　　や　ん　ば

ッ場ダム建設事業 関東地方整備局

■検証対象ダムの事業数、施設数
・検証対象ダム：８３事業（８４施設）

・直轄事業：２５事業（２６施設）
・水機構 ： ５事業（ ５施設）
・補助事業：５３事業（５３施設）

・検証対象外ダム：４３事業（４９施設）
・直轄事業：１５事業（１６施設）
・水機構 ： ２事業（ ２施設）
・補助事業：２６事業（３１施設）

ダム事業の検証

■検証対象外ダムの事業数、施設数

24

平成２３年時点
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26

年 月 日 事業の経緯
平成22年9月27日 「八ッ場ダム建設事業の関係地方公共団体からなる検討の場」の設置
平成23年10月6日
～平成23年11月4日 「八ッ場ダム建設事業の検証に係る検討報告書（素案）」についてのパブリックコメント

平成23年11月29日 事業評価監視委員会（関東地方整備局）において対応方針（原案）の審議

平成23年11月30日 関東地方整備局として対応方針（案）を決定し本省に検討結果を報告
平成23年12月1日
平成23年12月7日 「今後の治水対策のあり方に関する有識者会議」からの意見聴取

平成23年12月9日 １都５県知事が国土交通大臣に「八ッ場ダム建設事業の継続」の決断を求める緊急声
明を発表

平成23年12月16日 １都５県知事が総理大臣へ八ッ場ダム建設事業継続の決断を求める申し入れ

平成23年12月22日 官房長官裁定※を踏まえ、国土交通大臣が八ッ場ダム建設事業を「継続」するとの対応
方針を決定

平成23年12月23日 政府・民主三役会議において、八ッ場ダムの「本体工事の準備に必要な関連工事」を含
む平成24年度政府予算案を承認

八ッ場ダムの最近の動き

※ 官房長官裁定
１、現在作業中の利根川水系に関わる「河川整備計画」を早急に策定し、これに基づき基準点（八斗島）における「河川整備計画相当目

標量」を検証する。
２、ダム検証によって建設中止の判断があったことを踏まえ、ダム建設予定だった地域に対する生活再建の法律を、川辺川ダム建設予

定地を一つのモデルとしてとりまとめ、 次期通常国会への提出を目指す。
３、八ッ場ダム本体工事については、上記の２点を踏まえ、判断する。
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河川愛護月間の実施について
～ せせらぎに　ぼくも魚も　すきとおる ～

国土交通省水管理・国土保全局治水課

河川は、私達の生活にうるおいとやすらぎを与
えてくれる貴重な水と緑の空間であり、良好な河
川空間への国民の関心はますます高かまっていま
す。
そこで、国土交通省では、河川が地域住民の共
有財産であるという認識の下に、河川についての
理解と関心を深め、地域住民、市民団体や関係行
政機関等による流域全体の良好な河川環境の保
全・再生を積極的に推進するとともに、河川愛護
意識が広く国民の間で醸成されることを目的とし
て、7月を「河川愛護月間」と定め、河川愛護運
動を実施しています。
本年度も、各地方整備局、都道府県、市町村等
が主体となって、地域住民、河川愛護団体、関係
行政機関等の協力を得て、「せせらぎに　ぼくも
魚も　すきとおる」（平成 22 年「河川愛護月間」
推進標語募集、最優秀賞作品）を推進標語として、
河川愛護運動を積極的に展開することとしていま
す。
月間中は、ポスター、チラシ等による広報活動
をはじめ、全国各地で、河川のクリーン作戦、絵画・
作文等のコンクール等地域の実情に応じた様々な
活動を積極的に実施することとしています。
特に、河川のふれあい点検、水面利用・川下り、
川の指導者等の人材育成の支援など、河川での地
域住民、市民団体等とのコミュニケーションの充
実を積極的に図ることとしております。（別紙 1
参照）
また、これらの活動に加え、河川愛護月間の推
進特別事業として例年好評をいただいております
絵手紙の募集も行うこととしております。（別紙
2参照）
これらの行事に、一人でも多くの方が参加され、
河川愛護運動の主旨をご理解いただけるよう、一
層の御協力をお願いいたします。

（別紙 1）
平成 24 年度「河川愛護月間」実施要綱

1. 目　的
この運動は、身近な自然空間である河川への国
民の関心の高まりに応えるため、地域住民、市民
団体と関係行政機関等による流域全体の良好な河
川環境の保全・再生への取り組みを積極的に推進
するとともに、国民の河川愛護意識を醸成するこ
とを目的とする。

2. 期　間
平成24年7月1日（日）から7月31日（火）まで

3. 主　催
国土交通省、都道府県、市町村

4. 後　援
内閣府、日本放送協会、一般社団法人日本新聞
協会、一般社団法人日本民間放送連盟

5. 協　賛
公益社団法人日本河川協会、公益財団法人リ
バーフロント研究所、全国治水期成同盟会連合会、
全国水防管理団体連合会、（社）建設広報協議会、
（財）河川環境管理財団、（財）河川情報センター、
（財）渡良瀬遊水地アクリメーション振興財団、
全国建設弘済協議会

6. 運動の重点
・	地域と一体となった良好な河川環境の保全・
再生
・地域社会と河川との関わりの再構築
・河川愛護意識の醸成
・河川の適切な利用の推進



平成 24 年 6 月 28 日発行 治 水 第 704 号

－ 20 －

7. 推進標語
	「せせらぎに　ぼくも魚も　すきとおる」
（平成 22 年「河川愛護月間」推進標語募集、最
優秀賞作品）

8. 実施要領
河川管理者は、地域住民、市民団体、関係行政
機関等と協力し、この月間中に、河川愛護の意識
が広く国民の間で醸成されるよう、次に掲げる活
動及び地域の実情に応じた多様な活動を積極的に
展開するものとする。
（1）	地域と一体となった良好な河川環境の保全・
再生

イ . 良好な河川環境の保全・再生
	良好な河川環境を保全・再生するため、地域住
民、市民団体等が主体となって行う河川環境の
保全・再生等に関する活動を積極的に支援する。
ロ . 河川の美化
	月間中に「川のクリーン作戦」等を企画し、河
川に関わる市民団体、町内会、関係行政機関等
と協力しつつ河川美化を推進する活動を行うと
ともに、堤防、河川敷等に廃棄されたゴミの一
斉清掃等を行う。

（2）地域社会と河川との関わりの再構築
イ .	地域住民、市民団体等と協力した河川の点検
等
	すべての人々が親しみやすい河川空間にするた
め、地域住民、市民団体等と河川管理者が協力
して、川へのアクセスや利用について点検する
機会を設け、今後の川づくりに反映させる。
	ロ . 水面の利用、川下り等
	多くの河川で、カヌー、ボート、イカダ等によ
る河川の水面利用が行われるようになってい
る。地域住民、市民団体等による河川の水面利
用を体験する活動を支援するとともに、河川の
水面利用の安全点検を河川利用者と河川管理者
が協力して行う。
ハ . 川の指導者等の人材育成の支援
	川に対する基本的な知識、川での様々な遊び、
地域の歴史・文化等を教えることのできる「川
の指導者」等の人材を育成し、それぞれの地域
で子どもに対して川での遊び方を教える活動等
を支援する。
ニ .	河川に関する地域住民等とのコミュニケー
ションの充実

	河川は、地域の水循環の主軸で、地域の文化、
風土等とのつながりを有している。このため、
川や流域における「川の 365 日」の情報の積極
的な提供に努め、関係機関や地域住民、市民団
体等とのコミュニケーションの充実を図る。

（3）河川愛護意識の醸成
イ . 河川についての広報活動の実施
	報道関係機関等の協力を得て、積極的に河川に
関する広報活動を行う。
	広報誌、折り込み、スライド、ポスター、ステッ
カー等を活用し、この月間の趣旨の地域住民、
市民団体、河川利用者等への浸透を図る。
	ロ . 河川愛護団体への支援等
	河川愛護団体への支援に努め、必要に応じて表
彰等の措置を講じ、河川愛護意識の醸成を図る。	
	なお、みどりの愛護功労者国土交通大臣表彰に
推薦されるよう積極的に努めるものとする。
ハ . 各種行事の開催
	7 月 7 日が「川の日」であることも踏まえ、「川
の日」と連携した講演会、シンポジウム、河川
に関する写真、絵画、作文のコンクール等を積
極的に開催するとともに、優秀な作品について
表彰、展示を行う等により、河川愛護意識の醸
成を図る。

（4）河川の適切な利用の推進		
イ .	関係行政機関が共同して河川のパトロールを
実施する等、河川利用者等に対し河川の適切
な利用に関する指導等を行う。

ロ .	地域において、住民の日常的な河川空間の利
用が促進され、地域づくり、まちづくりにお
いて活かされるよう関係機関との連携の強化
を図る。

（5）河川水難事故防止週間における啓発活動の実施
イ .	近年多発する河川水難事故を受け、7月 1 日
から 7日までを河川水難事故防止週間とする。

ロ .	出前講座の集中的な実施等による河川水難事
故防止に関する啓発活動を行う等により、河
川利用者に対し川を利用する際の安全意識の
向上を促す。
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（別紙 2）
「河川愛護月間」絵手紙募集要領

1. 目的
「河川愛護月間（7 月 1 日～ 7 月 31 日）」にお
ける広報活動の一環として、平成 16 年度より同
月間推進特別事業として様々な作品を募集してき
ました。平成 24 年度も、昨年に引き続き、絵手
紙を小学生、中学生、高校生及び一般の方々を含
め広く募集し、河川愛護意識の高揚を図ることと
します。

2. 応募規定
①募集内容
「川遊び～川での思い出・川への思い～」をテー
マに、絵と文章を組み合わせて描いた絵手紙を募
集します。
デザイン、彩色、画材は自由です。（写真は応
募できません。）

②応募資格
河川愛護月間の趣旨に賛同して頂ける方。年齢、
性別、職業などの制限はありません。（応募でき
る作品は一人一作品です。）

③応募作品のサイズ
官製はがきサイズ（100mm× 148mm）

④応募方法
応募作品の裏面に氏名、住所、電話番号のほか、
小学生・中学生・高校生は学校名と学年を明記の
上、下記送付先へ応募してください。
（氏名、住所及び学校名にはふりがなを付けて
ください。）
※	ご記入頂いた個人情報は、応募作品の審査に
関する確認、審査結果連絡の目的以外には使
用致しません。

⑤応募上の注意
・	応募作品の使用・著作権は、国土交通省に帰
属します。
・	応募作品は、未発表のオリジナル作品に限り
ます。
・応募作品は、返却致しません。

⑥締め切り
平成 24 年 9 月 24 日（月）まで（当日必着）

3. 審査方法
水環境の専門家、マスコミ関係者、美術の専門
家等で構成する審査会において審査を行い、入賞
作品を決定致します。

4. 入選の発表
審査終了後に、入賞者に直接通知するとともに、
国土交通省ホームページ、機関誌等にも掲載しま
す。

5. 作品使用
優秀作品は、平成 25 年度「河川愛護月間」ポ
スター、チラシ等に使用するほか、「河川愛護月間」
の推進に幅広く活用します。

6. 賞
最優秀賞（国土交通大臣賞）	……………1点
優秀賞　（国土交通事務次官賞）	…………6点
優良賞　（国土交通省水管理・国土保全局長賞）
　　　　　　　　……………………………8点
審査員特別賞		 ……………………………5点

7. 表彰
主催者である国土交通省から賞状を、協賛団体
から副賞を贈呈します。

8. 送付先・問い合わせ先等
（送付先）
〒 100 － 8918　
東京都千代田区霞が関 2－ 1－ 3
	国土交通省水管理・国土保全局治水課内　「河
川愛護月間」絵手紙募集係

（問合せ先等）
国土交通省水管理・国土保全局治水課管理係　
03 － 5253 － 8111（内線 35663）
HPアドレス　
http://www.mlit.go.jp/river/aigo/index.html	
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設立 30 周年を迎えた近水連　

■ 近畿直轄河川治水期成同盟会連合会（近水連）の沿革

（設立目的）
近畿管内における直轄河川事業の促進を図るため、昭和 56 年 11 月 24 日に連合組織として発足いたしま
した。現在のところ 19 直轄河川期成会で構成され、関係機関への事業促進活動を展開しています。
（会　長）　福井県福井市長　東村　新一
（事務局）　福井市建設部河川課内　　
	 福井市大手 3丁目 10 番 1 号

■設立 30 周年のご挨拶

	

近畿直轄河川治水期成同盟
会連合会
会長（福井市長）　東村　新一

近畿直轄河川治水期成同盟会連合会が設立 30
周年を迎えましたことは誠に喜ばしく、会員各位
をはじめ、国土交通省近畿地方整備局の皆様方に
対し厚く御礼申し上げます。
近水連は、昭和 56 年 11 月に誕生し、以来 30
年間にわたり、各流域の安全と安心の構築のため
に、構成団体が一丸となって近畿地方の直轄河川
の整備促進を訴えてまいりました。近畿圏は、太
平洋側に日本有数の多雨地帯である大台ヶ原、日
本海側に積雪寒冷地、中央部に低平地の平野が広
がるなど、地域特性が多岐に渡っており様々な形
態の災害が起こり得る可能性があります。近年で
は平成 16 年 7 月の福井豪雨、同年 10 月の台風
23 号による円山川、由良川の被害、平成 21 年の
台風 9号による兵庫県の西・北部の被害など局地
的豪雨による被害が各地で発生しております。
直近では、平成 23 年 9 月上旬に高知県東部に
上陸した台風 12 号による被害が全国の至るとこ
ろで発生しました。とりわけ紀伊半島では、降り
始めからの総降水量は広い範囲で 1,000 ミリを超
える記録的な大雨となり、土砂災害、浸水、河川

の氾濫などにより、和歌山県、奈良県、三重県な
どで多数の死者、行方不明者を出したほか、北海
道から四国にかけての広い範囲で床上床下浸水な
どの住家被害や、田畑の冠水などの農林水産業へ
の被害、更には鉄道の運休などの交通障害が発生
したところです。
近年の特徴である局地的集中豪雨による出水
は、限定的な範囲に強い雨が降り、河川水位が短
時間で上昇するといった特徴がありますが、この
ようなことが今後どの河川でも発生する可能性が
ある現在、水害に対する新たな認識のもと、超過
洪水対策の推進など長期的な視点に立った直轄河
川改修事業の整備と、大規模水害への対策につい
て国において検討・実施することが必要不可欠で
あると考えております。また、平成 9年の河川法
一部改正に伴い、治水事業は新たな展開を迎え、
自然と調和した個性あふれる水辺空間形成にも流
域住民の関心が寄せられており、これまで以上に
総合的な取り組みが望まれております。そのため
近水連 19 同盟会は、今後益々その結束を強め、
加えて近畿直轄ダム事業等促進協議会及び近畿直
轄砂防事業促進同盟会と密接な連携を取り合い、
設立当初の目的達成に向け全力を傾注したいと考
えております。
最後になりましたが、今日まで多大なご支援を
戴いた国土交通省、近畿 2 府 6 県の国会議員の
方々、各府県知事の方々には深く感謝申し上げま
すともに、今後なお一層のご支援とご協力をお願
い申し上げごあいさつといたします。
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■その他にご祝辞を戴いた方のお名前
国土交通省　水管理・国土保全局長　関　克己　様
国土交通省近畿地方整備局　局長　上総　周平　様
国土交通省近畿地方整備局　福井河川国道事務所
所長　岩下　友也　様
近畿直轄砂防事業促進同盟会連絡会　会長（神戸
市長）　矢田　立郎　様
なお、ご祝辞を戴いた方々の内容は、記念誌「近
水連 30 年のあゆみ」を編纂し、会員に配布いた
しました。

※なお、九州治水期成同盟会連合会（九水連）は、
平成 19 年 5 月に結成 50 年を迎えられて、「九水
連～ 50 年の歩み～」を発行されています。また、
東北ダム事業促進連絡協議会（東ダム連）は、平
成 21 年 3 月に設立 20 周年を迎えられて、｢20 年
記念誌　東ダム連の歩み　豊かな地域づくりをめ
ざして｣ を発行されています。
会員の皆様からの報告や寄稿をよろしくお願い
いたします。
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放水路完成式
Ceremony to celebrate the completion of the Awazu River Drainage canal.

石川県土木部河川課
Rivers	Management	Division,	Department	of	Civil	Engineering,

Ishikawa	Prefectual	Government

1 　はじめに
石川県が小松市林町、戸津町、上荒屋町地内の
一級河川 梯

かけはし

川水系粟津川に建設を進めていた
『粟津川放水路』の完成式を平成 24 年 3 月 25 日
に執り行いました。
当日は、時折雨が降るあいにくの天候でした
が、谷本正憲石川県知事や和田愼司小松市長をは
じめ、地権者の方々、地元選出国会議員、県・市
議会議員、国土交通省、工事関係者等約 80 名の
出席をいただきました。完成式は、主催者である
谷本知事の式辞に始まり、地元選出国会議員をは
じめとする来賓の方々からご祝辞を頂き、和田市
長の謝辞の後、テープカット・くす玉開披〈写真
－ 1〉と記念植樹を行いました。

引き続き、南陽幼保園の園児による楽器演奏・
合唱と加賀太鼓保存会による太鼓演奏によるアト
ラクションが行われ、また、粟津温泉女将の会で
ある「ゆのはな会」から「ゆのはな鍋」が振る舞
われ、終始和やかな雰囲気の中、完成式を無事終
えることができました。

写真－ 1　テープカット・くす玉開披
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2 　粟津川放水路の概要
粟津川は、石川県小松市南部の山系に源を発し、
北陸最古の開湯 1300 年の歴史ある粟津温泉街を
貫流して日用川に合流する流域面積約 6k㎡、流
路延長約 3kmの一級河川です。
粟津温泉街を貫流する区間は、狭い川幅で流れ、
大きく蛇行していることから、平成 10 年 9 月の
台風 7号、平成 16 年 10 月の台風 23 号により浸
水被害が発生するなど〈図－ 1〉〈写真－ 2〉、度
重なる洪水に見舞われ、早期の抜本的な河川改修
が求められていました。
しかしながら、川沿いには温泉旅館が立ち並び、
また、河川拡幅等による改修には莫大な費用と長
い期間が必要となることから、温泉街を避け、バ
イパスとして放水路トンネルを整備し、平成 24
年 3 月に完成しました。
	

（1）事業概要
事業箇所 :石川県小松市林町、戸津町、上荒屋町
事業期間 : 平成 18 年度～平成 23 年度
総事業費 : 約 23 億円

	（2）計画概要
計画規模 : 概ね 30 年に 1回発生する規模
計画日雨量 :155mm/ 日
計画高水流量 	:< 放 水 路区間・上流現川部

>30m3/s
	< 現川（粟津温泉街）>15m3/s		 	< 下流現川部
>45m3/s

（3）施設概要〈図－ 2〉〈写真－ 3〉
施行延長 :L=1,600m
	放	水	路 :L=1,190m（うちトンネル L=861m（上
流側 L=370m、下流側 L=491m））
	現川改修 :L=410m（上流側 L=180m、下流側
L=230m）
道	路	橋 :N=3 橋、分水工 :N=1 箇所

図－ 1 浸水被害の状況

写真－ 2　 粟津温泉街の浸水状況（H10.9）
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図－ 2　粟津川改修計画概要図

開削水路部 ( トンネル中間 ) 坑口部（下流トンネル）

写真－ 3　粟津川放水路の完成状況
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３　分流点の流水処理方法
放水路と現川への分流については、固定堰と水
門により流水処理を行います〈写真－４〉。
常　時：	水門を開放して現川へ分流し、粟津温

泉街のせせらぎを確保
洪水時：	水門を閉鎖して放水路へ分流し、粟津

温泉街へ洪水を流さない
水門は水位上昇により自動的に閉まることと
なっており、石川県南加賀土木総合事務所におい
て、監視カメラ映像により放水路の流況や水門開
閉状況を監視することができます。

４　おわりに
近年、集中豪雨が多発するなか、全国有数の温
泉地である粟津温泉街を保全したまま浸水被害を
防止する粟津川放水路は、地域の方々の安全で安
心な暮らしの確保はもとより、温泉街の発展にも
大きく寄与するものと考えています。
最後に、本事業の施行にあたり、多大なご尽力
を頂いた関係各位の皆様に、心より厚く御礼申し
上げます。

固定堰 

水門 

放放水水路路へへ  
現現川川（（粟粟津津温温泉泉街街））へへ   

写真－ 4　分流点の流水処理


